
農地のバトン、10年後に向け

しっかりと引き継いでいきましょう！

地域を見渡してみて、
以下のような意見はありませんか？

～地域計画について～

➢ そろそろリタイアしそうな農業者がいるけど、
農地はこの先どうなる？

➢ 最近、農地が荒れてきた。
これ以上の進行を食い止めたいけど…

➢ 担い手はいるけど、ほ場が散らばっていて効率
が悪そう…

➢ 収益性の高い作物を地域で本格的に導入したい！
➢ 担い手がいない！
新たに担い手を確保するための話し合いを始め

たい！ など

地域計画をきっかけに、
課題解決に向けた話し合い
を始めてみましょう！



地域計画とは？

地域計画とは、農業者の皆さんの話し合いにより策定される
地域の将来の農地利用の姿を明確化した設計図で、以下の項目
が盛り込まれます。

・当該区域における農業の将来のあり方
・農業上の利用が行われる農用地等の区域
・その他農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために
必要な事項

10年後に誰がどんな農業を行っていくか、また誰がどの農地
を耕作していくか具体に話し合いましょう！
話し合いの結果、誰が耕作するかは「目標地図」を作成して
可視化します。

※地域計画は1年に1回進捗確認し、情勢に応じて内容変更しましょう。

現況地図 目標地図（将来）

担い手への農地集積・集約
化を意識します

目標地図【イメージ】

中山間直払・多面的機能
支払や農振農用地区域地
図等を活用して現況を把
握します


